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門
田
茂
と
日
本
山
岳
会

　

門
田
ピ
ッ
ケ
ル
を
製
作
し
た
門
田
茂
は

昭
和
四
六
年
七
月
に
日
本
山
岳
会
に
入
会

し
た
。
会
員
番
号
は
七
一
九
七
番
。
推
薦

者
は
本
部
の
藤
井
運
平
常
務
理
事
と
北
海

道
支
部
の
中
野
征
紀
支
部
長
で
あ
っ
た
。

当
時
、
門
田
ピ
ッ
ケ
ル
の
販
売
店
だ
っ
た

秀
岳
荘
の
金
井
五
郎
社
長
も
北
海
道
支
部

の
会
員
だ
っ
た
の
で
、
金
井
氏
の
薦
め
で

入
会
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。

　

昭
和
四
九
年
七
月
に
今
西
錦
司
日
本
山

岳
会
会
長
が
来
道
し
、
札
幌
岳
、
樽
前

山
、夕
張
岳
、カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山
、

楽
古
岳
に
登
り
、
二
九
日
に
札
幌
に
戻
っ

た
。
そ
の
夕
刻
、札
幌
駅
前
通
の
雪
印
パ
ー

ラ
ー
で
「
今
西
会
長
を
囲
む
会
」
が
開
催

さ
れ
、
茂
も
参
加
。
他
の
参
加
者
と
と
も

に
色
紙
に
サ
イ
ン
を
し
て
い
る
（
写
真
左

上
）。
こ
の
と
き
今
西
会
長
は
茂
を
初
め
て

知
り
、
と
も
に
歓
談
し
た
。

門
田
ピ
ッ
ケ
ル
の
誕
生

　

昭
和
五
五
年
八
月
二
〇
日
か
ら
九
月
二

日
に
か
け
「
北
海
道
新
聞
」
夕
刊
に
一
〇

回
に
わ
た
っ
て「
門
田
茂　

ピ
ッ
ケ
ル
と
私
」

が
連
載
さ
れ
た
の
で
、
要
点
を
抜
粋
し
て

紹
介
し
よ
う
。

　

門
田
茂
は
明
治
四
三
年
に
樺
戸
郡
浦
臼

村
で
鍛
冶
屋
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
大

正
一
一
年
に
札
幌

市
（
現
在
の
中
央

区
南
一
条
西
一
一

丁
目
）
の
鉄
工

所
に
転
居
。
山

鼻
尋
常
高
等
小

学
校
を
卒
業
し
、

父
の
直
馬
に
仕
込

ま
れ
な
が
ら
農
機

具
専
門
の
鍛
冶

職
人
と
し
て
働
い

た
。

　

昭
和
四
年
一
二

月
、
北
大
工
学

部
学
生
・
和
久

田
弘
一
が
、
お
か

し
な
も
の
を
ぶ
ら

さ
げ
「
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
も
の
を
作
れ

な
い
か
」
と
訪
ね
て
き
た
。
靴
の
底
に
着

け
る
も
の
だ
そ
う
で
、
三
㌢
位
の
鋭
い
ツ

メ
が
八
本
、
下
向
き
に
付
い
て
い
る
。
ア

イ
ゼ
ン
と
い
う
も
の
で
、
硬
い
氷
の
表
面

を
登
る
と
き
に
着
け
る
の
だ
と
い
う
。
国

産
品
が
な
く
舶
来
品
を
使
っ
て
い
る
が
、

値
段
が
高
い
の
で
、
安
く
作
れ
な
い
か
と

町
中
の
鍛
冶
屋
、
鉄
工
場
を
歩
き
廻
っ
て
、

門
田
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
来
た
の
だ
っ
た
。

　

外
国
人
に
作
れ
る
の
だ
か
ら
、
日
本
の

職
人
に
作
れ
ぬ
は
ず
が
な
い
と
、
茂
は
父

と
と
も
に
地
金
を
焼
き
は
じ
め
た
。
そ
れ

か
ら
が
大
変
で
、
和
久
田
は
毎
日
の
よ
う

に
山
岳
部
の
学
生
連
中
を
連
れ
て
、
あ
あ

で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
と
実
に
う
る
さ

い
。
茂
は
「
理
屈
か
、
鉄
の
こ
と
は
俺
に

ま
か
せ
て
お
け
」
と
負
け
ん
気
で
頑
張
り
、

苦
心
の
末
、
一
カ
月
余
り
か
け
て
日
本
初

の
ア
イ
ゼ
ン
七
足
を
納
め
た
。
そ
の
冬
、

北
大
山
岳
部
の
十
勝
岳
周
辺
で
の
合
宿
で

使
用
さ
れ
好
評
だ
っ
た
。

　

翌
昭
和
五
年
七
月
、
和
久
田
が
再
度
、

世
界
の
一
級
品
シ
ェ
ン
ク
（
ス
イ
ス
）
の
ピ
ッ

ケ
ル
を
持
ち
込
ん
で
、
製
作
を
依
頼
さ
れ

た
。
複
雑
な
ア
イ
ゼ
ン
よ
り
も
ピ
ッ
ケ
ル
の

方
が
作
り
や
す
い
と
判
断
し
、
素
材
は
ニ
ッ

ケ
ル
・
ク
ロ
ム
・
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼
を
使
用
。

約
一
千
度
か
ら
八
百
度
の
火
床
で
鋼
を
焼

き
、父
と
と
も
に
ハ
ン
マ
ー
で
相
打
ち
す
る
。

こ
れ
を
三
十
数
回
繰
り
返
し
、
鋼
を
ピ
ッ

ケ
ル
の
寸
法
に
合
わ
せ
る
。
シ
ャ
フ
ト
は

札幌・門田ピッケルの回想録
高澤　光雄
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野
球
の
バ
ッ
ト
と
同
じ
ヤ
チ
ダ
モ
の
木
を
用

い
、
先
端
の
ハ
ー
ネ
ス
と
シ
ュ
ピ
ッ
ツ
ェ
（
石

突
）
も
鋼
を
用
い
て
ピ
ッ
ケ
ル
四
本
を
製

作
し
た
。「
門
田
ピ
ッ
ケ
ル
」
の
誕
生
で
あ

る
。
ピ
ッ
ケ
ル
は
日
本
で
は
、
仙
台
の
山

内
東
一
郎
が
二
年
前
か
ら
作
っ
て
い
た
。

海
外
遠
征
と
門
田
ピ
ッ
ケ
ル

　

最
初
に
ピ
ッ
ケ
ル
を
提
供
し
た
海
外
遠

征
隊
は
、
昭
和
一
一
年
に
ナ
ン
ダ
コ
ー
ト

（
六
八
六
一
㍍
）
に
遠
征
し
た
立
教
大
学

登
山
隊
。
そ
の
時
、
茂
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
氷

壁
に
自
分
の
作
っ
た
ピ
ッ
ケ
ル
が
耐
え
ら
れ

る
か
ど
う
か
心
配
で
夜
も
眠
れ
な
か
っ
た
。

見
事
、
初
登
頂
に
成
功
し
、
一
層
自
信
を

つ
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

昭
和
一
六
年
に
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、

鉄
金
属
節
約
の
た
め
ピ
ッ
ケ
ル
、
ア
イ
ゼ
ン

は
禁
制
品
と
な
り
製
造
中
止
。
茂
は
昭
和

一
八
年
か
ら
二
年
間
出
征
し
、
北
千
島
に

赴
く
。

　

昭
和
二
九
年
に
父
・
直
馬
が
病
死
し
、

昭
和
三
一
年
に
琴
似
町
（
現
在
の
西
区
）

山
の
手
に
工
場
を
移
築
。
同
年
日
本
山

岳
会
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
マ

ナ
ス
ル
に
挑
む
登
山
隊
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
製

作
。
や
は
り
同
年
の
第
一
次
南
極
観
測
隊

は
、
門
田
の
ピ
ッ
ケ
ル
三
〇
本
、
ア
イ
ゼ

ン
四
〇
足
を
持
っ
て
行
っ
た
。
普
通
鋼
は

零
下
五
、六
度
で
変
質
し
て
も
ろ
く
な
る

が
、
門
田
製
は
特
殊
鋼
な
の
で
頑

丈
で
あ
る
。

　
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
昭
和
四
一
年

一
一
月
五
日
付
で
は
「
世
界
の
山　

カ
ド
タ
・
ピ
ッ
ケ
ル　

幾
多
の
高

峰
征
服
」
と
大
見
出
し
で
「
昭
和

三
〇
年
七
月
、
京
都
大
学
チ
ョ
ゴ

リ
ザ
登
山
隊
（
一
行
一
〇
人
）
の
一

員
芳
賀
孝
郎
さ
ん
（
三
一
歳
・
札

幌
市
北
五
西
一
九
、
芳
賀
ス
キ
ー

店
）
か
ら
当
時
門
田
さ
ん
に
宛
て

た
手
紙
の
文
中
に
『
私
の
た
め
に

特
に
作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
ピ
ッ

ケ
ル
は
、
非
常
に
調
子
よ
く
、
多

く
の
困
難
の
突
破
に
大
い
に
役
立

ち
ま
し
た
。
山
で
は
ア
メ
リ
カ
隊

お
よ
び
イ
タ
リ
ア
隊
と
会
い
、
日

本
隊
の
装
備
の
話
に
な
り
、
日
本

の
ピ
ッ
ケ
ル
、
ア
イ
ゼ
ン
の
優
秀
さ

に
驚
い
て
い
ま
し
た
』
世
界
の
山

男
が
ほ
め
た
た
え
た
と
、
つ
づ
ら

れ
て
い
る
」。
ま
た
「
こ
の
ピ
ッ
ケ

ル
一
本
は
国
内
で
は
九
千
八
百
円
、

外
国
で
は
二
万
五
千
円
は
く
だ
ら

な
い—

と
登
山
家
た
ち
の
間
で
評

判
に
な
っ
て
い
る
。“
メ
イ
ド
イ
ン
・
サ
ッ

ポ
ロ
・
カ
ド
タ
”
の
存
在
は
道
産
の
誇
り

で
あ
る
」
と
締
め
括
っ
て
い
る
。

門
田
ピ
ッ
ケ
ル
の
終
焉

　

私
は
ま
が
い
も
の
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
仲
間
か

ら
譲
り
受
け
、
昭
和
五
〇
年
元
旦
に
愛
山

渓
温
泉
か
ら
愛
別
岳
に
登
山
中
、
シ
ャ
フ

ト
が
折
れ
、
危
う
く
滑
落
す
る
と
こ
ろ
だ
っ

た
。
翌
年
、
秀
岳
荘
か
ら
「
札
幌
門
田
・

秀
岳
荘
」
刻
印
入
り
、
二
つ
穴
空
き
の
サ

ミ
ッ
ト
・
ア
タ
ッ
ク
を
購
入
（
写
真
右
下
）。

昭
和
五
二
年
一
二
月
三
〇
日
か
ら
翌
年
一

月
二
日
に
か
け
て
こ
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
使
い
、

門田茂

筆者の所持する木製シャフ
トの門田ピッケルは、身長
に合わせて全長 70㌢、ヘッ
ド長 27.5㌢。
昭和 51 年最後の作。

銘 は「Summit」「 札 幌 門 田　
秀岳荘」と刻まれている。
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札
幌
山
の
会
の
仲
間
六
人
で
、
当
時
未
踏

だ
っ
た
日
高
山
脈
・
神
威
岳
南
西
尾
根
を

初
登
攀
し
た
。

　

シ
ャ
フ
ト
に
ヤ
チ
ダ
モ
を
使
用
し
た
こ
の

サ
ミ
ッ
ト
・
ア
タ
ッ
ク
は
門
田
の
最
後
の

ウ
ッ
ド
シ
ャ
フ
ト
の
市
販
品
で
、
当
時
は
ま

さ
に
こ
の
製
品
の
最
盛
期
だ
っ
た
。
ヤ
チ

ダ
モ
は
昔
は
札
幌
近
郊
で
も
た
く
さ
ん
自

生
し
て
い
た
が
、
そ
の
頃
に
は
材
料
不
足
。

集
め
ら
れ
た
原
木
は
見
た
目
は
き
れ
い
だ

が
、
耐
久
力
が
な
け
れ
ば
シ
ャ
フ
ト
の
役

目
は
果
た
さ
な
い
。
使
え
る
も
の
は
わ
ず

か
で
、
入
手
困
難
と
な
っ
て
い
た
。

　

昭
和
六
〇
年
に
日
本
山
岳
会
は
創
立

八
〇
周
年
を
迎
え
、
記
念
と
し
て
、
門
田

マ
ー
ク
及
び
Ｊ
Ａ
Ｃ
マ
ー
ク
入
り
、
ニ
ッ

ケ
ル
・
ク
ロ
ム
・
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼
、
シ
ャ
フ

ト
は
タ
モ
材
を
使
っ
た
ピ
ッ
ケ
ル
を
限
定
百

本
で
予
約
募
集
し
た
。
そ
れ
が
予
想
外
に

希
望
者
が
多
く
五
三
二
本
も
の
申
し
込
み

が
あ
っ
た
。
茂
は
日
本
山
岳
会
会
員
で
も

あ
り
、
断
る
訳
に
は
ゆ
か
ず
製
作
に
励
ん

だ
。
し
か
し
翌
年
、
茂
の
後
継
者
で
ピ
ッ

ケ
ル
職
人
三
代
目
に
あ
た
る
門
田
正
が
病

に
倒
れ
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
刻
印
入
り
ピ
ッ
ケ
ル
は

三
二
五
本
を
完
成
さ
せ
て
打
ち
切
り
、
茂

は
廃
業
を
決
意
し
た
。
平
成
一
〇
年
一
一

月
三
日
、
茂
は
札
幌
市
で
逝
去
、
享
年

八
九
歳
。

今
に
生
き
る
門
田
ピ
ッ
ケ
ル

　

門
田
第
一
号
ピ
ッ
ケ
ル
は
和
久
田
弘
一

か
ら
門
田
へ
、
そ
し
て
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
競
技
が
行
わ
れ
た
大

倉
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
下
に
あ
る
札
幌
ウ
ィ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
現
・
札

幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
に
陳
列

さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
収
蔵
庫
に
保
管

さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
三
〇
年
五
月
、
私
は
門
田
ピ
ッ
ケ

ル
の
調
査
の
た
め
に
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪
れ
た
が
、
何
と
そ
こ

に
、
新
妻
徹
元
日
本
山
岳
会
北
海
道
支
部

長
が
平
成
二
四
年
九
月
に
寄
贈
し
た
ピ
ッ

ケ
ル
が
あ
る
の
を
見
つ
け
て
驚
い
た
。
昭

和
二
六
年
作
、
全
長
八
四
・
三
㌢
、
ヘ
ッ
ド

長
三
〇
㌢
で
あ
る
。

　

新
妻
元
支
部
長
は
昭
和
二
五
年
に
北

大
山
岳
部
に
入
部
。
こ
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
使

用
し
て
昭
和
三
五
年
一
月
に
天
塩
岳
か
ら

ウ
エ
ン
シ
リ
岳
、
昭
和
三
七
年
一
二
月
〜

三
八
年
一
月
に
知
床
岳
か
ら
羅
臼
岳
を
縦

走
。
そ
し
て
昭
和
五
三
年
一
二
月
か
ら
平

成
二
六
年
四
月
に
か
け
て
、
宗
谷
岬
か
ら

襟
裳
岬
ま
で
の
北
海
道
主
脈
縦
走
を
成
し

遂
げ
て
い
る
。

　

現
在
の
ピ
ッ
ケ
ル
は
シ
ャ
フ
ト
が
木
製
か

ら
金
属
製
に
変
わ
り
、
登
攀
目
的
に
応
じ

て
多
様
化
さ
れ
、
急
角
度
の
ピ
ッ
ク
、
短

い
シ
ャ
フ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
一
世
を
風
靡

し
た
ウ
ッ
ド
シ
ャ
フ
ト
は
、
今
や
日
本
刀
の

名
刀
の
如
く
珍
重
さ
れ
、
研
究
者
や
コ
レ

ク
タ
ー
が
収
集
し
、
往
事
が
よ
み
が
え
っ

て
い
る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。


